
「
府
庁
舎
は
大
手
前
が
え
え
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人
病
セ
ン
タ
ー
は
森
ノ
宮
が
え
え
」
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小
学
生
の
と

き
埋
め
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を

開
く
と
い
う
話

が
あ
り
、
久
し

ぶ
り
に
母
校
に

行
っ
た
。

年
ぶ
り
に
会
う

人
も
い
て
、
懐
か
し
さ
も
あ

り
、
う
れ
し
く
も
感
じ
た
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
中
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
、
無
事
に
掘

り
起
こ
さ
れ
、
中
身
を
一
人

一
人
に
渡
さ
れ
た
。
当
時
の

こ
と
や

年
後
の
自
分
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
絵
も
交

え
な
が
ら
書
か
れ
て
い
た
。

当
日
事
情
で
来
れ
な
い
人

も
い
る
た
め
、
今
日
来
て
い

る
人
で
そ
の
ひ
と
た
ち
に
手

渡
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
私
は
何
気
な
く
来
て
い

な
い
人
の
作
文
を
見
て
い
た

の
だ
が
、
ふ
と
一
つ
の
作
文

に
目
が
止
ま
っ
た
。
当
時
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
女
の
子

の
も
の
だ
っ
た
。
振
り
返
っ

て
み
て
も
、
相
当
い
じ
め
ら

れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

そ
の
女
の
子
の
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
読
ん
で
み
た
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ

て
い
た
が
、
最
後
の
項
目
で

年
後
ど
う
な
っ
て
い
て
ほ

し
い
か
、
と
い
う
欄
に
「
み

ん
な
元
気
で
い
て
ほ
し
い
」

と
一
言
書
い
て
あ
っ
た
。
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
、

一
番
心
に
響
い
た
瞬
間
だ
っ

た
。

今
で
も
、
心
の
優
し

い
女
性
で
い
て
ほ
し
い
。

（

）
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月

日
、
政
治
の
介
入
に

よ
る
公
教
育
破
壊
と
、
も
の
言

の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
教
職
員
や
自
治

体
職
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
府

民
が
参
加
し
、
会
場
に
入
り
き

れ
な
い

名
の
参
加
が

あ
り
、
大
き
く
成
功
し
ま
し
た
。

大
阪
弁
護
士
会
憲
法
問
題
特

別
委
員
長
の
武
村
氏
は
、「
条

例
案
は
教
育
の
自
主
性
と
政
治

か
ら
の
中
立
を
損
な
う
、
憲
法

と
法
律
に
反
す
る
も
の
。
ま
た
、

権
力
で
物
言
え
ぬ
職
場
、
職
員

づ
く
り
の
や
り
方
に
ノ
ー
を
つ

き
つ
け
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、
小
山
府
職

労
書
記
長
は
、「『
条
例
案
』
の

真
の
狙
い
は
、
物
言
わ
ぬ
職
員

づ
く
り
、
職
員
支
配
を
強
化
し
、

関
西
財
界
言
い
な
り
の
政
策
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
独
裁
府

政
で
す
。
府
職
労
は
、
憲
法
・

地
方
自
治
を
守
り
、
福
祉
や
教

育
、
医
療
な
ど
、
府
民
の
生
活

と
権
利
を
も
守
り
、
府
民
要
求

の
前
進
め
ざ
し
、
広
範
な
府
民

と
の
共
同
を
進
め
、
橋
下
独
裁

政
治
か
ら
府
政
を
府
民
の
手
に

取
り
戻
す
た
め
全
力
で
奮
闘
す

る
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
大
阪
維
新
の
会
」
の
「
教

育
基
本
条
例
案
」「
職
員
基
本

条
例
案
」
提
出
は
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
・
発
達
を
保
障
す
る

教
育
行
政
を
す
す
め
る
の
か
否

か
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
、
命

と
く
ら
し
を
守
る
地
方
行
政
を

す
す
め
る
の
か
否
か
が
問
わ
れ

る
重
大
問
題
で
す
。

団
体
が

発
表
し
た
「
府
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
を
多
く
の
府

民
に
と
ど
け

月
大
阪
府
議

会
・
大
阪
市
議
会
で
の
「
大
阪

維
新
の
会
」
の
政
治
的
暴
走
を

許
さ
ず
、「
教
育
基
本
条
例
案
」

「
職
員
基
本
条
例
案
」
の
強
行

を
許
さ
な
い
府
民
共
同
の
た
た

か
い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

月

日
防
災
の
日
に
、「
府

庁
舎
は
大
手
前
が
え
え
、
成
人

病
セ
ン
タ
ー
は
森
ノ
宮
が
え

え
」
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
橋
下
知
事
は
専
門
家
会
議

の
指
摘
で
、
府
庁
舎
の

へ
の
全
面
移
転
を
断
念
し
ま
し

た
。
ま
た
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー

を
大
手
前
に
移
転
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
た

回
に
わ
た
る
大

手
前
・
森
ノ
宮
の
住
民
説
明
会

で
は
、「
街
こ
わ
し
だ
」
と
住

民
は
移
転
反
対
の
意
思
を
示
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民
の
意

思
に
反
し
、

日
戦
略
本
部
会

議
で
大
手
前
移
転
の
府
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
大
手
前
・
森

ノ
宮
街
づ
く
り
研
究
会
、
成
人

病
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
民
有
志
の

会
と
府
職
労
が
共
催
す
る
、
住

民
と
自
治
体
の
労
働
者
が
一
致

す
る
要
求
で
取
り
組
ん
だ
集
会

で
す
。

人
の
参
加
で
会

場
は
満
杯
と
な
り
ま
し
た
。

中
山
徹
奈
良
女
子
大
学
教
授

は
講
演
で
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー

の
移
転
は
知
事
の
思
い
付
き
で

は
な
く
、
財
界
の
意
に
沿
っ
て

府
庁
を
ベ
イ
エ
リ
ヤ
に
移
転
し

活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
太
い

流
れ
の
中
で
起
き
た
問
題
と
し

て
、「
庁
舎
の
全
面
移
転
を
断

念
し
た
時
点
で
成
人
病
セ
ン
タ

ー
移
転
も
見
直
す
べ
き
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

「
街
づ
く
り
に
重
要
な
の
は

歴
史
的
蓄
積
。
地
域
の
人
々
が

森
ノ
宮
の
町
会
の
役
員
の
方
々

か
ら
、
街
づ
く
り
へ
の
思
い
、

成
人
病
セ
ン
タ
ー
へ
の
思
い
が

語
ら
れ
、
府
職
労
か
ら
は
、「
危

険
な
咲
洲
庁
舎
か
ら
職
員
を
戻

せ
と
運
動
を
広
げ
て
い
き
た

い
」、
参
加
者
か
ら
は
「
森
之

宮
で
立
て
替
え
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。講演する中山徹教授

人の参加で会場はいっぱいに

成成
人人
病病
セセ
ンン
タタ
ーー
移移
転転
もも
見見
直直
すす
べべ
きき

成
人
病
セ
ン
タ
ー
移
転
も
見
直
す
べ
き

教教
育育
へへ
のの
政政
治治
支支
配配
許許
すす
なな
、、知知
事事
言言
いい

教
育
へ
の
政
治
支
配
許
す
な
、知
事
言
い

なな
りり
のの
もも
のの
言言
わわ
ぬぬ
職職
員員
づづ
くく
りり
反反
対対

な
り
の
も
の
言
わ
ぬ
職
員
づ
く
り
反
対

会場あふれる参加者で熱気あふれる府民集会

日時 月 日（水） 午後 時
会場 エル大阪 階大会議室
講演 「職員基本条例」の問題点につい

て（仮）
講師 弁護士 城塚健之さん

「職員基本条例」撤回を
めざす学習決起集会

ど
れ
だ
け
愛

着
を
持
っ
て

い
る
か
、
愛

着
を
も
て
る

人
を
育
て
ら

れ
る
か
で
す
。

府
の
方
向
を

変
え
る
こ
と

も
展
望
し
て

街
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

大
手
前
と

「「「

」」」

わ
ぬ
府
民
・
職
員
づ
く
り
を

ね
ら
う
「
教
育
基
本
条
例
案
」

「
職
員
基
本
条

例
案
」
を
許
さ

な
い
府
民
集
会

が
、
子
ど
も
と

教
育
・
文
化
を

守
る
府
民
会
議
、

憲
法
改
悪
阻
止

各
界
連
絡
会
、

民
主
法
律
協
会
、

大
阪
労
連
、
大

教
組
、
大
阪
自

治
労
連
な
ど
教

育
、
法
曹
、
労

働
関
係

団
体



国
民
本
位
の
震
災
復
興
原
発
ゼ
ロ
へ

政
治
を
転
換
し
、暮
ら
し
守
ろ
う

の現状

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

第 号（第三種郵便物認可） 年 月 日

以
前
、
府
内

子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
子
家

）で
児
童
心
理
司（
以
下
、

）が
ケ
ー
ス
を
持
た
な

い
補
佐
を
含
め

名
配
置
さ

れ
て
い
る
と
お
伝
え
し
ま
し

た
。
子
家

の
機
能
に
つ
い

て
は
、「
子
ど
も
及
び
家
庭

に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
司
に

兼
務
解
消
が
急
務
で
す
。

し
か
し
、
一
部
増
員
は
あ

る
も
の
の
、
全
国
的
に
見
る

と
、
表
の
と
お
り
ま
だ
ま
だ

大
阪
府
の
体
制
は
脆
弱
で
す
。

児
童
相
談
所（
以
下
、
児

相
）の
相
談
対
応
件
数
を

数
で
割
っ
た
場
合
、

名

件
数

件
で
全

国

位
。
全
国
平
均
を
基
準

に
試
算
す
る
と
、

名

が
必
要
が

名
不
足

児
相

が
行
政
権
限
で
措
置
し
た
児

童
の
心
の
ケ
ア
（
心
理
療

法
）
は
、
入
所
後
も
施
設
と

連
携
し
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
が
、

名

児
童

名

全
国
児
相
長
会
の
国
要

望
は福

祉
部
は
、「
大
阪
府
の

一
人
当
た
り
の
人
口
比

は
、
国
の
配
置
基
準
及
び
全

国
平
均
を
下
回
り
、
約

万

千
人
」
と
回
答
し
て
き
た

が
、

名
対
人
口

万

人
は
全
国
第

位

上
記

の
資
料
で
明
ら
か
な
よ

う
に
大
阪
府
の
子
家

の

配
置
体
制
は
、
全
国
的
に

も
最
低
レ
ベ
ル
で
、
府
民

関
係
機
関
か
ら
の
ニ
ー
ド
の

高
い
心
の
ケ
ア
（
心
理
療

法
）
が
行
い
に
く
い
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

関
わ
る
中
で
重
要
な
要
素
の

一
つ
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ

さ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
意
識
が
高

く
と
も
物
理
的
・
人
的
な
不

足
が
あ
れ
ば
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
子

ど
も
に
も
、
保
護
者
や
施
設

職
員
・
関
係
機
関
職
員
な
ど

援
助
す
る
人
に
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

人
員
増
が
必
要
で
す
。

月

日
、
全
大
阪
労
働
組

合
総
連
合
（
大
阪
労
連
）
第

回
定
期
大
会
が
、
阿
倍
野
区
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
民
本
位
の
震
災
復
興
・
原

発
ゼ
ロ
、
大
企
業
中
心
の
政
治

を
転
換
し
、
暮
ら
し
と
雇
用
、

民
主
主
義
を
守
ろ
う
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、

年
度
運

よ
る
調
査
に
も
と
づ
く
社
会

診
断
、
児
童
心
理
司
に
よ
る

心
理
診
断
、
医
師
に
よ
る
医

学
診
断
、
そ
の
他
の
診
断
を

も
と
に
総
合
診
断
を
行
い
、

問
題
の
改
善
に
つ
い
て
の
指

導
を
行
う
。」
と
大
阪
子
ど

も
家
庭
白
書
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
役
割
の
中

心
を
担
う
の
が

で
す
。

支
部
で
は
、
と
り
わ
け
東
大

阪
・
池
田
・
富
田
林
の

セ

ン
タ
ー
の
虐
待
対
応
課

が
地
域
相
談
課

の
兼
務

解
消
に
は
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
福
祉
部
交
渉
で
は
、

虐
待
対
応
課
を
設
置
し
た

年
度
と

年
度
と
比

較
す
る
と
心
理
指
導
件
数
は
、

中
央

倍
、
東
大
阪

・

倍
、
池
田

・

倍
、
富
田

林

・

倍
、
吹
田

・

倍
、
岸
和
田

・

倍
と

な
っ
て
い
る
と
部
は
回
答
し
、

年
に
東
大
阪
子
家

の

兼
務
解
消
、

年
に
中
央

子
家

の

名
増
員
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

池
田
・
富
田
林
両
子
家

の

動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
川
辺
議
長

は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
本

質
は
、「
構
造
改
革
」
の
名
で

大
企
業
、
財
界
の
利
潤
追
求
を

第
一
に
、
労
働
者
の
雇
用
破

壊
・
賃
金
引
き
下
げ
、
中
小
企

業
の
切
り
捨
て
、
国
民
生
活
の

改
悪
を
推
し
進
め
て
き
た
政
治

そ
の
も
の
だ
と
し
、
自
民
・
公

明
と
の
大
連
立
の
動
き
に
触
れ
、

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
日

本
経
済
の
立
て
直
し
、
労
働
者

の
雇
用
と
処
遇
の
改
善
の
た
め

に
も
、
い
ま
こ
そ
政
治
の
流
れ

を
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

討
論
で
は
、「
泉
南
市
の
プ
ー

ル
事
故
は
コ
ス
ト
削
減
優
先
の

自
治
体
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
。

い
の
ち
第
一
の
政
治
へ
」「
公

契
約
条
例
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
運
動
を
」「
大
企
業
の
横
暴
、

労
働
者
い
じ
め
許
さ
な
い
」と

労
働
争
議
の
取
り
組
み
な
ど
、

闘
い
へ
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

月 日（水）投票が行われる役員選挙で、下記のとおり立候補の届出があ
りました。いずれの役職も定数内の立候補なので、信任投票となります。

大大阪阪府府関関係係職職員員労労働働組組合合大阪府関係職員労働組合
大大阪阪府府立立病病院院機機構構労労働働組組合合大阪府立病院機構労働組合役役員員選選挙挙役員選挙

執行委員長候補（定数 名）

橋口 紀塩（土建支部住宅経営分会）
副執行委員長候補（定数 名）

芝山 光代（成人病センター支部）
有田 洋明（土木現場支部寝屋川水系分会）
小山 光治（土木現場支部枚方土木分会）
書記長候補（定数 名）

小松 康則（府税支部中河内分会）
書記次長候補（定数 名）

前田 治敏（健康福祉支部相談所分会吹田子ども家庭 班 ）

会計候補（定数 名）

中村 一幸（商工労働支部計量分会）
執行委員候補（定数 名）

田岡 康秀（総合医療 支部）

田中 克義（総務支部財産活用分会）
吉田 澄世（保健所支部守口分会）
野寄 法彦（保健所支部豊中分会）
小山 国治（府税支部なにわ東分会）
峰松 泰（教委支部教育振興分会小中学校課班）
府職労執行委員候補

前田 仁美（保健所支部四条畷分会）
高本 幸義（土木現場支部枚方土木分会）
会計監事候補（定数 名）

嶋野 延男（農林支部北部分会）
渡部みどり（土建支部建築振興分会）

議長候補（定数 名）

小池 正夫（府税支部泉南府税分会）
副議長候補（定数 名）

田守 隆一（保健所支部泉佐野分会）

本本部部本部

現現業業評評議議会会現業評議会

部長候補（定数 名）

森 かすみ（保健所支部池田分会）
副部長候補（定数 名以内）

田中しのぶ（健康福祉支部障がい者 分会）

福田佐代美（土木現場支部西大阪治水分会）
菊本 浩子（総合医療 支部外来分会）

書記長候補（定数 名）

中野千恵美（保健所支部八尾分会）

部長候補（定数 名）

堀野 英昭（健康福祉支部砂川分会）
副部長候補（定数 名以内）

登 孝弘（呼吸器・アレルギー医療 支部 分会）

谷 優（土建支部住宅経営分会）
書記長候補（定数 名）

荒木 大地（土木現場支部寝屋川水系分会）

執行委員長候補（定数 名）

芝山 光代（成人病センター支部）
副執行委員長候補（定数 名）

山本 桃代（呼吸器・アレルギー医療 支部 分会）

書記長候補（定数 名）

田岡 康秀（総合医療 支部事務・現業分会）

書記次長候補（定数 名）

木村 明美（総合医療 支部 分会）

会計候補（定数 名）

山上 日出子（総合医療 支部現業分会）

執行委員候補（定数 名）

村下 正人（総合医療 支部）

西 和人（総合医療 支部臨工・
診療記録管理分会 ）

会計監事候補（定数 名）

東 一郎（成人病 支部）

有井 洋子（呼吸器・アレルギー医療 支部 分会）

女女性性部部女性部

青青年年部部青年部

府府立立病病院院労労組組府立病院労組

最
低
レ
ベ
ル
の

配
置
体
制

大大
阪阪
労労
連連
第第

回回
定定
期期
大大
会会

大
阪
労
連
第

回
定
期
大
会

項 目 順位 必要数

人あたり
の相談対応件数

総件数
位 （ ）大阪府

全 国
人あたり

の心理診断指導
応件数

指導件数
位 （ ）大阪府

全 国
人あたり

の児童福祉施設
在籍児童数

在籍児童数
位 （ ）大阪府

全 国
ケースワーカー
（ ）と
の配置比率

数
位 （ ）大阪府

全 国

人あたり
の人口比率

人口（万人）
位 （ ）大阪府

全 国
人あたりの

心理療法・カウン
セリング等件数

治療件数
位大阪府

全 国

数値は、厚労省統計数値による。

祉祉福福童童児児
健康福祉支部書記長 前田 治敏


